　スポット演説宣伝参考例　　　　　　２０１６・１２・１５～   日本共産党大阪女性後援会
▽ご町内のみなさん、私たちは日本共産党を応援する女性後援会です。この場をお借りまして、少しのあいだ日本共産党の宣伝をさせていただきます。
今国会での自民・公明・維新による暴走は本当にひどいものです。
国民生活に大きな影響を与える、「ＴＰＰ承認」「年金カット法案」「カジノ法案」を十分な審議もせず、次つぎに
強行成立させました。政府は、野党の質問に、まともな説明もできず、答弁不能で審議は度々中断。誠実に国民の不安に応える気もなく、居直りとごまかしで、強行突破するしかなかったのではないでしょうか。
▽みなさん、これほど、国会の議論を軽視し、国民のこえを無視する内閣があったでしょうか。南スーダンに新たに派遣された自衛隊は、武器を使用できるという新しい任務が与えられました。日本の若者が「他国で殺し、殺される」危険が増え、平和を脅かしています。そして、食料自給率をさらに低下させるＴＰＰを押し通しました。　
特に、高齢者の命綱である年金を際限なく引き下げ続ける年金カット法案は、若者にとっても大きな不安となっています。さらに、カジノ法案は、日本で賭博行為として禁止されてきたものを合法化しました。今でも、パチンコなどによるギャンブル依存症患者は、日本で五三〇万人をこえています。その害悪は、本人を苦しめるだけでなく、家族をも巻き込んで、家庭破壊、犯罪にまでひきおこします。安倍内閣は、野党と共産党の追及で、カジノが、ギャンブル依存症患者を増大することを認めましたが、その対策費はカジノの収益で賄うという、ひどいものです。
▽みなさん、沖縄県の名護沖に米軍のオスプレイが夜間の訓練中に墜落し沖縄で米軍基地に対する不安が広がっています。しかも、抗議した沖縄県に対し、沖縄米軍トップの司令官は、犠牲者を出さなかったことに「県民は感謝せよ」と高圧的な態で応じました。日本共産党は、真相究明とオスプレイをただち日本から撤去することを強く求めました。平和も暮らしも破壊する戦後もっとも危険な安倍内閣は退場してもらうしかありません。さらに日本維新の会は、暴走する安倍政権を後押しし、ＴＰＰにも、年金改悪にも、カジノ法案にも賛成して成立に手を貸しました。沖縄の基地建設の強行にも賛成し、大阪の機動隊の暴言を松井知事は擁護しました。もはや維新の会は、野党ではなく、安倍内閣の暴走の推進役であり、悪政の与党であることがはっきりしました。
▽みなさん、来たるべき総選挙では、日本維新の会を含む「悪政三兄弟」に退場してもらうことが、私たち国民の暮らしと平和を守る唯一の道です。そのために、日本共産党は、総選挙にむけ、野党共闘をさらに強めて野党の勝利をめざすとともに、日本共産党の議席増へ躍進をめざします。野党と市民の共同・共闘が、新しい政治をひらくカギを握っています。ともに力をあわせて日本の政治を若者にも、高齢者にも、自分らしく生きたいと願う女性にとっても、希望のもてる政治に転換していきましょう。
▽みなさん、安倍暴走政治にあきれながらも、政治は変わらないとお思いではないでしょうか。しかし、日本中に、戦後初めてというくらい大きな変化が生まれています。昨年からの「戦争法」反対・廃止をめぐる若者やママの会に象徴された市民運動の広がりと、その市民運動に後押しされて、動き出した「野党共同」です。参議院選挙では、野党統一候補十一人が当選しました。新潟知事選挙では、再稼働ストップを掲げた野党統一候補が自民党候補に六万票をこえる大差をつけて勝利しました。日本の政治を変えられるという希望がここにあります。自衛隊の南スーダン派遣も、世論調査では、五六％の人が反対。自衛隊の派遣部隊となった青森では、「青森の青年を戦死させない」とここでも、お母さんたちが派遣中止を求めて運動を広げました。元自衛隊員も、「私たちは憲法九条で守られていた」と語っています。憲法９条をなくし、戦争する国づくりをすすめる一方、格差と貧困を広げ、年金を減らし、介護保険改悪など、平和も暮らしもこわす安倍政権。税金の集め方、使い方を変え、人間らしい働き方に変えれば国民の願いは実現できます。日本共産党は、民進党、自由党、社民党とともに、市民としっかり手をつなぎ、政治を変えていきます。
▽みなさん、この大阪では、松井知事と吉村大阪市長が、巨額の予算を投入して、大阪湾の夢洲(ゆめしま)にカジノ万博を誘致しようとしています。日本共産党は、地域環境も経済もこわすカジノではなく、大阪の中小企業がもっているモノづくりの技術や力を生かすこと。そのため中小企業と住民のくらしに予算をつけ励ましてこそ、中小業者の意欲や消費拡大につながる経済政策だと提案しています。「身を切る改革」が、市民の暮らしを切り捨てる改革であることもはっきりしてきました。自民・公明・維新の暴走政治退場の声をさらに大きくしていきましょう。
▽みなさん、この機会に、暮らしに役立ち、日本と世界の動きがよくわかる、日本共産党発行の「しんぶん赤旗」、月刊誌「女性のひろば」などをぜひお読みくださいますよう、お願いして、宣伝を終わらせていただきます。ありがとうございました。
